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聞新民舘公代

　
報
酬
も
費
用
辮
償
も
緊
縮

　
教
育
費
が
線
予
算
分
五
十
三
％

緊
琶
番
の
村
、
財
政

村
・
議
　
員
、
等
、

高
校
生
涙
を
流
し
て

村
長
さ
ん
と
●
懇
談

難
行
を
績
け
た

入
間
案
通
ろ

去
多
四
月
十
日
よ
り
松
代
村
第
二
回
臨
時
村
議
、
管
が
松
代
村
役

揚
に
招
集
さ
れ
四
月
二
日
迄
四
日
間
に
亘
つ
て
衣
の
事
項
が
議

決
さ
れ
た
。

．
一
、
松
代
村
報
酬
額
及
費
周
弁
償
額
並
ぐ
の
支
給
方
怯
に
関
す

㌦
る
改
正
條
例
設
定
の
件

二
”
松
代
村
給
料
額
及
族
費
額
並
そ
の
支
給
方
法
5
関
す
る
條

　
・
例
中
改
正
條
例
設
定
の
件

三
。
松
代
村
税
賦
課
徴
牧
條
例
設
定
の
件

．
四
、
寄
附
採
網
に
関
す
る
件

．
五
、
起
債
に
関
す
る
件

六
、
伊
沢
小
学
校
滝
沢
分
校
新
築
の
件

七
、
昭
和
ニ
ナ
七
年
度
松
代
村
歳
入
歳
出
予
算
議
定
の
件

八
、
松
代
村
国
民
健
康
條
例
中
改
正
條
例
設
定
の
件

九
。
松
代
村
国
民
健
康
保
瞼
税
條
例
設
定
の
件

十
，
昭
和
＃
十
七
年
度
本
村
倒
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
二

松
・

曜和二十七年四月十五日
　　　　　　　　　　　♂

①

、
出
予
算
議
定
の
件
、
，

十
剛
．
村
費
支
辮
の
爲
｝
■
時
借
入
金
に
関
の
、
る
件
”

土
二
。
。
費
用
流
用
に
関
す
る
件

十
三
．
臨
時
出
納
検
査
立
会
議
員
選
挙
の
件
．

十
四
．
牧
入
役
代
理
選
任
に
り
い
て
同
意
を
求
む
る
の
件

十
五
、
報
告
事
項
・
、

　
一
、
松
代
村
財
産
報
告
モ
昭
和
二
十
六
年
度
松
代
村
事
務
報
告

以
止
の
通
り
で
あ
る
が
土
程
議
案
中
主
璽
も
の
、
慨
要
は
次
の

通
り

，
三
、
一
松
代
村
村
民
税
臨
時
増
徴
條
例
は
次
の
通
り

東
頸
城
郡
松
代
村
村
民
税
及
ぴ
固
定
資
産
税
臨
時
檜
徴
條
例

第
一
條
昭
和
二
十
七
年
度
に
限
り
こ
の
條
例
の
定
め
る
と
こ
ろ

　
．
に
よ
ザ
，
村
民
税
及
ぴ
固
定
資
産
税
を
増
徴
す
る
，

第
二
條
臨
時
に
増
徴
す
べ
き
村
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
税
率

中
学
校
屋
内
運
動
揚
新
築
の
件

に
つ
い
て
は
学
皮
議
題
に
上
る

や
難
行
と
な
り
高
校
將
來
の
件

蕉
絡
ら
ん
で
政
治
力
の
左
右
さ

れ
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て
村
当
局

を
始
酸
地
元
松
代
の
協
議
会
等

、
諸
会
議
を
重
ね
る
こ
と
＋
数

回
に
亘
つ
た
が
去
る
四
月
九
日

村
議
会
の
懇
談
會
を
開
會
蕃
議

に
慣
重
を
期
し
午
后
二
時
懇
談

会
を
閉
会
午
后
四
時
三
十
分
よ

り
念
施
村
議
会
を
開
会
」
円
満

稼
進
行
を
期
す
る
も
の
と
し
で

八
間
案
を
採
用
七
て
後
刻
学
区

最
寄
の
村
議
会
議
員
、
囑
託
員

の
合
同
会
議
を
開
き
具
体
策
を

協
議
す
る
事
と
な
つ
た
。
・

は
左
の
通
り
と
す
る

、
村
民
税

均
等
割
　
個
人
…
…
一
〇
〇
円
　
法
人
：
…
・
八
O
O
円

。
所
得
割
個
人

　
，
五
万
円
以
下
の
金
額
　
ー
百
分
の
一
、
四

　
，
五
万
円
を
超
え
ξ
金
額
i
百
分
の
輔
、
七
五

　
　
八
万
円
を
超
え
る
金
額
レ
百
分
の
二
、
一
〇

　
　
十
万
円
を
超
え
る
金
額
－
百
分
の
二
、
四
五

　
十
二
万
円
を
超
え
る
金
額
ー
百
分
の
二
、
、
，
八
○

。
十
五
万
円
を
超
え
る
金
額
ー
百
分
の
｝
、
九
〇

　
二
十
万
円
を
超
え
る
金
額
－
百
分
の
｝
、
○
〇

　
五
十
万
円
を
超
え
る
金
額
i
百
分
の
○
、
同

、
固
定
資
産
税
…
…
…
百
分
の
○
、
六

一
第
三
條
前
條
の
税
率
に
よ
つ
て
算
出
し
た
市
町
村
民
税
及
ぴ
固

｛　
定
資
産
税
は
村
税
賦
課
徴
牧
條
例
第
二
十
三
條
及
ぴ
第
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
ニ
條
の
税
率
ば
夫
々
合
算
し
て
第
二
十
六
條
及
び
第
四
十
四

｝
條
の
規
定
に
よ
り
徴
牧
す
る

第
四
條
．
～
の
條
例
に
定
め
る
も
の
を
除
く
の
外
、
埆
徴
す
べ
き

　
村
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
牧
に
関
し
て
は
村
民
税

　
賦
課
徴
牧
條
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

職
ζ
三
賊
ぽ
h
…
⊇
三
h
ご
ζ
苫
｛
さ
ζ
h
ご
ご
ご
ン
剛
き
三
き
ご
庸
一
三
｝
三
賦
∈
蟹
ζ
醐
｛
貿
鳳
ξ
ご
ご
f
ど
｛
潔
ご
”
｝
》
｝
覧
ζ
ζ
〃
》
診
駄
《
《
ご
”
芦

村
行
財
政
φ

　
　
　
　
　
　
　
見
通
し

経
戦
以
來
敏
育
の
整
備
拡
充
に

　
　
　
　
　
　
　
ノ

診
療
所
に
役
揚
建
築
に
多
事
な

る
数
年
間
で
あ
つ
た
村
昆
各
位

の
絶
大
な
蒼
協
力
に
深
く
感
謝

致
し
で
有
②
の
で
あ
力
ま
す

．
通
常
村
議
会
も
三
月
二
十
九
日

開
幕
四
日
冊
を
以
つ
て
絡
了
ギ

肉
。
此
の
議
會
中
、
十
数
の
議

案
中
、
本
年
度
予
算
に
審
議
の

重
点
は
お
か
れ
た
と
思
う
つ
当

初
本
年
度
村
財
政
事
惰
を
検
討

す
る
に
歳
入
の
面
に
於
て
普
通

肺
貸
㎏
，
，
潮
．
．
；
ー
．
　
．
　
『

付
金
六
百
万
円
税
外
牧
入
つ
ま

軌
戸
籍
手
数
料
高
等
学
校
授
業

料
共
他
の
雑
牧
一
入
を
併
せ
て
三

十
二
万
二
千
円
国
縣
支
出
金
三

十
万
再
合
計
「
千
百
十
二
万
二

千
円
が
見
込
ま
劇
た
の
で
あ
る

が
本
村
の
如
ざ
人
．
口
，
戸
数
に
比

　
　
　
　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

例
せ
ざ
る
学
校
数
を
有
す
る
事

昨
年
來
よ
り
の
物
偵
嵩
騰
等
出

費
は
嵩
む
一
方
で
あ
り
券
々
高

等
学
校
寄
宿
舎
の
建
築
は
昨
年

絡
了
む
た
と
い
う
略
の
、
末
だ

径
理
ば
末
解
決
の
儘
に
あ
り
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

沢
分
校
の
腐
朽
に
よ
る
改
築
も

止
む
な
く
加
え
て
松
代
中
学
校

屋
内
蓮
動
易
新
築
に
村
費
支
出

　
　
　
　
附
　
，
・
則

こ
の
條
例
は
、
昭
和
二
十
七
年
度
村
税
に
限
り
適
用
す
る
。

・
◎
昭
和
二
十
七
年
度
予
算

　
　
歳
入
之
部

，
一
、
村
税
　
，
　
　
　
　
　
　
六
、
三
三
九
、
　
閣
五
三
円

二
、
地
方
財
政
耶
衡
交
付
金
　
■
六
、
○
○
○
、
○
○
○
円

別
支
出
百
土
十
万
円
と
な
る
た

め
こ
れ
等
を
不
充
分
乍
ら
賄
ケ

に
起
債
税
の
臨
時
増
徴
も
余
儀

な
い
実
情
，
と
な
つ
た
訳
で
あ
り

ま
す
唄
方
特
別
会
計
た
る
国
民

健
康
保
瞼
も
医
療
単
価
の
改
正

と
最
近
著
敷
く
受
診
率
の
檜
加

等
を
考
慮
，
に
入
れ
当
初
に
二
百

奎
万
円
を
予
定
致
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
昨
年
迄
保
険
料
と
し

て
納
付
せ
ら
れ
た
も
の
を
本
年

は
村
の
目
的
税
を
創
設
し
f
保

瞼
税
と
し
た
訳
で
あ
る
が
何
れ

に
せ
よ
村
民
者
位
の
負
拠
た
る

こ
と
に
変
り
は
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
今
後
に
特
別
出
費
と
し

て
は
伊
沢
小
学
校
の
改
築
と
金

校
診
療
所
等
の
屋
根
も
年
次
計

画
的
に
不
燃
性
の
亜
鉛
板
又
は

瓦
に
葺
替
え
る
こ
と
村
道
全
橋

梁
等
の
維
持
修
繕
と
国
縣
の
施

策
に
順
応
す
る
全
山
緑
化
産
業

の
振
興
策
等
に
も
考
え
ね
ば
な

ら
ず
と
い
っ
て
も
講
和
発
効
後

の
国
縣
地
方
公
共
団
体
と
の
事

務
の
再
分
配
に
よ
る
自
治
体
の

張
化
財
政
李
衡
交
付
金
制
度
の

合
理
化
行
政
の
簡
疎
化
等
に
依

り
こ
れ
等
を
賄
う
に
も
さ
φ
み

困
歎
を
生
じ
な
い
時
期
も
近
く

来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。
独
立
国
家
た
る
悦

ぴ
と
共
に
、
村
民
各
位
の
一
段

の
奮
闘
を
望
む
や
切
な
る
も
の
、

三
、
財
産
牧
入

四
、
使
用
料
及
手
数
料

五
、
国
庫
支
出
金

六
、
縣
支
出
金

七
、
寄
附
金

八
、
雑
牧
入

九
、
村
償

十
、
繰
越
金

　
’
歳
入
倉
計

　
　
歳
出
之
部

輔
、
會
議
費

二
、
役
場
費

三
、
消
防
費

四
、
土
木
費

五
、
教
育
費

　
梱
、
．
松
代
小
学
校
費

　
二
、
清
水
小
学
校
費
．

　
三
、
伊
沢
小
学
校
費

　
四
由
松
代
中
学
校
費

　
五
、
松
代
商
等
学
校
費
、

六
、
肚
会
労
働
施
設
費

七
－
衛
生
費

八
、
産
業
経
営
費

九
、
財
産
費

十
、
統
計
調
査
費

十
輔
、
選
挙
費

十
二
、
公
債
費

十
三
、
地
方
振
興
費

十
四
、
諸
支
出
金

十
五
、
予
備
費

　
　
歳
出
合
計

　
　
　
　
　
｝
，
＝
五
円

　
　
三
〇
九
、
周
汽
○
円

　
　
　
　
　
『
、
○
○
○
円

　
　
　
二
八
二
、
○
○
○
円

　
　
三
尉
二
、
○
○
○
円

　
　
　
　
七
，
○
○
○
円
．

　
輔
、
○
○
○
、
○
○
○
円

　
　
二
〇
〇
、
○
○
○
円

一
四
、
四
五
一
、
四
㎝
八
円

　
　
三
三
九
、
一
四
二
円

二
肉
〇
六
九
、
八
五
九
円

　
　
二
，
幅
一
、
六
九
〇
円
．

　
　
五
ご
二
、
五
〇
〇
円

八
、
六
〇
〇
、
○
○
○
円

　
門
、
噌
四
二
、
五
四
五
円

　
　
内
七
七
、
一
七
〇
円

」
、
三
七
六
、
〇
九
三
円

　
　
八
〇
四
、
一
九
二
円

四
、
八
○
○
、
○
○
○
円

　
　
　
五
七
、
六
〇
八
円

　
　
．
輔
．
一
四
五
、
七
五
〇
円

　
　
六
六
五
、
・
八
九
〇
円

　
　
　
剛
○
二
、
．
七
五
〇
円

　
　
二
五
〇
、
，
七
八
○
円

　
　
　
二
五
、
　
剛
、
五
〇
円

　
　
二
四
九
、
．
．
三
六
八
円

　
　
二
六
哺
．
一
、
，
叫
載
八
円

　
　
六
五
七
、
七
七
三
円

　
　
二
〇
〇
、
○
○
○
円

幅
四
、
四
五
蝋
、
四
閣
八
円

▼
当
村
国
民
健
康
保
険
税
條
例
紙
面
の
都
合
省
暑
い
た
し
ま
す

昭
和
二
十
七
年
度
国
民
特
別
会
計
予
算

．
歳
入
の
部
、

一
．
、
国
民
健
康
保
瞼
税

二
、
噸
部
負
担
金

三
、
，
財
産
牧
入

四
、
使
用
料
及
手
数
料

五
」
国
庫
支
出
金

六
、
縣
支
出
金

七
、
繰
入
金

八
．
繰
越
金

九
、
雑
牧
入

　
、
歳
入
合
計

　
歳
出
の
部

一
、
役
揚
費
．
、

二
、
保
健
給
付
費

三
、
保
健
施
設
費
－

四
、

財
産
費
、

五
、
公
債
費

或
ハ
、
．
諸
支
出
金

七
、
予
備
費

　
　
歳
出
合
計

二
寺
六
五
五
、
ゲ
○
○
○
円
、

二
、
〇
三
〇
、
五
〇
〇

　
　
　
　
七
、
八
○
○

　
　
　
・
幅
、
五
〇
〇

　
　
西
五
二
．
○
八
〇

　
　
　
四
三
、
八
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
五
、
㌧
O
O
O

　
　
　
　
　
　
一
八
一

五
、
一
九
五
、
八
六
咽

　
　
二
八
九
、
・
＝
二
〇

四
、
三
七
三
、
○
○
○

　
　
二
〇
三
、
二
八
〇

　
　
　
　
七
、
八
○
○

　
　
　
剛
○
、
、
○
○
〇

　
　
　
九
四
、
○
○
一

　
　
二
一
八
、
六
五
〇

五
、
周
九
五
、
八
六
「

五弐拾拾拾八五　課
拾拾五弐万万万

頚糟田虹税
上五弐弐拾口’万所
　拾拾五弐拾八未
「刀万万万万万満得

　
　
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
の
あ
る
も
の

而
し
あ
な
た
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
揚
合
は
非
課
税
の
取
扱

に
な
り
ま
す
、

　
　
　
　
　
ヤ

　
①
前
年
度
中
に
於
て
所
得
を
衛
し
ね
か
づ
牝
者

　
②
生
括
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
括
扶
助
を
受
け
て
い
る
者

　
⑧
前
年
中
O
所
得
が
十
万
円
以
下
で
め
る
不
具
者
、
未
成
年

　
，
者
「
寡
婦
で
そ
の
家
族
中
に
家
薬
專
從
者
を
有
し
な
い
者

市
町
村
民
税
は
左
の
二
つ
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す

　
所
得
割
　
所
得
挽
法
に
依
る
所
得
の
計
算
に
依
り
総
所
得
よ

　
　
　
　
　
り
基
礎
控
除
を
し
た
額
が
課
税
標
準
と
な
り
ま
す

　
均
等
割
　
祉
会
の
構
威
員
と
し
て
そ
の
責
在
の
一
部
を
負
担

　
　
　
　
　
す
る
意
味
に
於
て
成
年
者
で
あ
．
る
な
ら
ぱ
す
べ
て

　
　
　
　
　
の
入
が
負
拠
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

　
　
　
　
　
・
個
人
　
四
〇
〇
円
　
法
人
二
〇
〇
〇
円

而
し
次
の
様
な
場
合
は
均
等
割
は
軽
滅
さ
れ
ま
す

　
①
均
等
割
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
扶
養
親
族
二
人
以
上
を

　
　
有
す
る
者

　
　
⑦
扶
養
親
族
二
人
以
上
三
人
ま
で
の
者
　
五
〇
円

　
　
＠
・
ゲ
。
　
　
四
人
以
上
五
人
　
〃
　
　
　
八
○
円

　
②
前
号
の
扶
養
親
族
｝
人
に
り
い
て
．
　
。
二
〇
四

　
③
村
民
税
の
納
税
義
務
者
で
そ
の
者
の
配
偶
者
そ
の
他
の
親

　
　
族
が
経
営
す
る
事
業
か
ぢ
生
ず
る
所
得
を
有
し
な
い
こ
と

　
　
に
依
り
所
得
税
法
第
十
咽
條
の
」
剛
に
依
つ
て
所
得
が
な

　
　
　
い
と
み
な
さ
れ
る
者
　
　
，
五
〇
円
，

『
所
得
割
の
計
算

p
所
得
割
の
計
算
は
総
所
得
金
額
よ
り
基
礎
控
除
し
た
残
額
に

　
次
の
税
率
を
來
じ
て
算
出
一
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
控
、
除
額

ζ
｛
《
｛
畳
《
《
ζ
ξ
｛
ζ
ζ
”
｝
》
、
《
．
｛
る
急
“
ご
一
賦
〕
覧
一
3
ξ
”
嵐
ξ
ご
ご
”
鳳

　
　
市
町
村
民
税
申
告
は

　
　
四
月
三
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
縮
囑
託
、
員
会

　
第
剛
回
囑
託
員
会
は
四
月
十
U
a
役
場
で
開
会
さ
，

れ
そ
の
審
議
事
項
は
次
の
通
う

一
、
、
市
町
村
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

次
の
人
は
市
町
村
民
税
の
隼
告
を
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
松

代
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ぱ
菰
り
ま
せ
ん

　
①
松
代
村
内
に
佳
所
を
有
す
る
個
人

　
②
松
代
村
内
に
事
務
所
事
業
所
家
屋
数
を
有
す
る
個
人
で
松

　
　
代
村
内
に
佳
所
を
有
し
な
い
者

　
③
松
代
村
内
に
事
務
所
事
業
所
を
有
す
る
法
人

八六　彩
　『b　　・　、、

　
　
率

　
五
％

」
一
五
〃

七
五
〃

七
五
〃

周
○
〃

〃〃4

　　四二六六
〃〃〃三八二：二

　　七七五五
　　五五、、
　　○○○○
　　○○○○

　
そ
し
て
更
に
税
額
よ
り
扶
養
控
除
一
人
に
就
て
百
円
づ
、
擦

、
■
，
除
す
る
こ
と
仁
成
つ
て
お
り
ま
す
。

．
※
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
計
算
に
成
う
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

’
課
税
所
得
十
万
円
で
扶
養
家
族
三
入
の
人
市
町
村
昆
税
（
均

　
当
割
の
納
税
義
務
者
が
申
告
者
以
外
に
二
人
有
つ
た
場
合
〉

，
導
お
唆
一
。
。
。
。
。
区
器
－
雲
。
山
・
・
刈
㎝
〔
欝
粥
誉
輩
。
。
さ

　
　
　
　
q
巽
O
－
oo
O
O
〔
躰
蝋
醜
郵
〕
隠
醗
δ
　
　
ヨ
お
唆
㎝
豊
O

跡
岨
哩
．
冊
瞼
蝶
㏄
q
O
＋
8
0
〔
誉
鑛
鰻
毒
蝶
ゆ
＞
ゆ
〕
“
〆
0
8

　
　
　
　
　
　
　
㎝
曹
O
×
5
㎝
O
u
ρ
①
鵠
O
研
層
茸
湘
齢
8
ゆ
O
旧

村
民
税
所
得
計
算
の
標
準
は
次
の
基
準
に
依
り
ま
す

　
種

、
巴

　
畑

桑
畑

自
　
　
，
標
　
　
準

　
石
当
り
四
五
九
〇
円

反
当
ゆ

反
当
り

三
八
○
○
円

二
九
〇
〇
円

騨
　
｛

豚
〔
肉
用
〕
頭
当
り
三
五
〇
〇
円

仔
豚
．
　
〃
　
　
二
二
〇
〇
円

和
牛
〔
牡
〕
牧
入
金
よ
り
七
8
0
円

　
　
を
控
院
し
た
残
額
の
盟
％

〃
　
〔
牝
〕
〃
　
　
　
　
五
〇
％

緬
羊
（
探
毛
）
｝
頭
当
り
烹
8
円

〃
　
〔
仔
〕
　
売
．
　
価

木
炭
〔
白
炭
〕
　
八
貫
一
俵
天
O
円

〃
〔
黒
炭
〕
　
　
　
〃
宍
O
廻

養
鶏
成
鶏
一
朋
盟
O
円

縄
　
　
　
．
貫
当
り
　
　
宝
円

久
　
　
　
　
　
　
　
輔
位
　
　
　
　
　
鵠
⊃
q
．

五
成
人
式
挙
征
に
つ
い
七

　
五
月
三
H
講
和
独
立
記
念
日

に
挙
行
の
予
定

紺
部
は
各
字
青
年
會
長
に
依

頼
し
て
あ
る
か
ら
御
間
合
下

　
さ
い
。
該
当
者
は
自
昭
和
六

年
一
月
輔
日
至
昭
和
六
年
十

．
二
月
三
一
日
の
爵
生
し
た
男

女
六
昭
和
二
十
七
年
度
日
赤
募
金

　
に
つ
い
て
F

　
全
村
御
協
力
を
願
い
●
ま
す
各

　
．
字
囑
詫
員
に
細
部
締
…
”
頼
し
そ

　
あ
り
ま
す
か
ら
御
間
合
せ
乍

　
、
さ
い

七
そ
の
他
蓮
絡
事
頃
は
次
の
通

　
り｛

連
絡
（
國
民
健
康
保
瞼
）

1
医
師
の
診
察
を
う
け
，
ξ
と
き

’
敏
必
す
受
診
証
を
提
出
し
で

　
下
さ
い

ぐ
受
診
証
の
提
出
が
な
い
六
め

　
整
理
に
困
難
で
あ
り
又
聞
灘
．

　
い
が
お
こ
り
お
互
に
迷
惑
で

　
あ
惹
。

ロ
職
揚
の
耽
会
保
瞼
と
村
の
国

　
民
健
康
保
瞼
，
と
に
二
重
加
入

『
さ
れ
て
い
る
方
は
職
場
壱
村

　
の
発
行
し
て
あ
乃
保
険
証
又

　
は
受
診
券
二
枚
必
ず
出
し
て

　
診
察
を
う
け
て
下
さ
い

2
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て

．
從
楽
は
経
済
的
理
由
に
よ
る

，
も
の
以
外
は
総
て
保
陰
給
付

　
（
保
瞼
で
助
成
）
の
範
囲
丙
と

　
し
て
い
ま
し
た
演
今
後
か
ら

　
経
済
的
理
山
は
勿
論
妊
娠
に

　
付
随
す
る
単
な
る
妊
娠
悪
流

　
、
脚
気
等
の
理
由
に
よ
る
人

　
工
妊
娠
中
絶
は
保
瞼
で
は
給

　
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

3
結
核
患
者
の
公
費
負
担
に

　
昨
年
に
十
月
か
ら
輿
施
さ
れ

。
俵
　
，
　
　
一
俵
当
り
　
ぎ
円

日
雇

牧
入
金
の
八
O
％

養
蚕
〔
春
〕
嘲
瓦
に
つ
き
峯
木
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
　
　
　
　
〔
夏
〕
　
　
冗
五
円
・

〃
　
　
　
　
〔
秋
〕
　
　
聚
三
円

孟
年
度
米
の
超
過
供
出
　
六
〇
％

壼
年
度
米
の
追
佛
　
　
　
一
8
％

吊
六
年
度
米
の
追
佛
　
　
　
杏
〃

牛
馬
費
控
除
　
　
　
牛
三
§
円

　
　
　
　
　
　
　
馬
署
0
9
唄

奪
六
年
度
米
の
早
期
　
　
六
〇
〃

二
健
康
保
険
税
の
創
設
に
つ

　
て
（
村
議
会
決
定
條
例
を
参

　
　
照
下
さ
い
）

上
統
計
事
務
に
つ
い
て

伺
腹
τ
餐
弔
y
雌
測
広
火
昌
ぺ
♪
簿
、
昌
温
ノ
）

た
ご
と
、
政
府
の
予
算
が
少

な
か
つ
た
為
本
村
で
は
六
名

，
し
か
こ
の
法
の
適
用
を
う
け

な
か
つ
た
。

が
本
年
度
か
ら
（
四
月
一
日
）

，
新
ら
し
く
申
請
で
き
ま
す
。

こ
の
公
費
負
担
に
が
い
当
す

，
る
病
名
及
ぴ
治
療
範
囲
は
少

な
い
。
が
治
療
費
は
多
額
を

要
す
る
も
の
で
す
か
ら
申
藷

、
す
る
方
は
役
場
が
医
師
仁
相

，
献
し
、
て
こ
の
手
続
を
と
り
治

療
費
⑳
経
減
と
早
期
治
療
を

お
す
、
め
い
た
し
ま
す
。
㈲

こ
の
指
定
医
療
機
関
は
高
円

申
央
病
院
十
日
町
病
轄
、
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン

，
，
柑
渦
派
二
酉
昏
届
㌧
泊
ヒ
．
∴
．
卜
．
．
．
．



而
恩
繕
騰
醐
皿
　

　
　
，
　
　
．
　
甲
■

増
産
の
爲
砂
苗
代
準
備

　
怒
々
苗
代
時
期
乏
な
り
ま
し
た

　
午
月
下
旬
に
は
待
望
の
講
和
條

　
約
が
発
効
す
る
如
く
傳
え
巧
れ

　
て
居
り
ま
す
が
独
立
后
の
日
本

　
に
於
て
砥
今
迄
よ
の
一
暦
食
糧

　
の
自
給
度
を
高
め
乃
こ
と
が
重

　
要
と
さ
れ
ま
す
の
で
国
で
も
今

　
牛
は
基
準
牧
量
よ
り
約
一
割
近

　
　
い
埆
産
目
標
を
樹
て
、
之
が
達

　
　
威
の
た
め
色
々
対
策
を
講
七
て

　
居
る
様
子
で
す
。
併
し
何
と
し

　
作
り
』
に
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

　
ま
す
の
で
今
年
の
苗
代
に
は
特

　
　
に
愼
重
を
期
す
と
と
も
鷺
從
來

　
　
の
経
験
を
充
分
に
活
か
轟
て
立

　
汲
な
苗
を
青
て
、
増
牧
を
図
つ

　
．
て
い
費
y
き
た
い
。
そ
ζ
で
苗

　
代
作
業
中
留
意
す
べ
き
点
は
、

　
　
　
剛
、
種
籾
の
準
備
、
昨
年
は

　
阜
魑
の
た
め
水
周
の
大
牛
が
早

　
害
を
受
け
地
力
を
相
当
消
粍
し

　
、
伺
今
年
施
七
た
肥
料
の
分
解
も

　
鈍
つ
て
肥
効
が
劣
り
ま
す
か
略

　
本
年
は
多
肥
性
の
品
種
．
（
北
陸

　
四
剛
号
㍉
新
五
号
等
）
以
幾
分

行登回
一
．
、
説
も
増
牧
の
先
決
條
件
は
『
苗

号二十軍第毎聞新舘民公村代し
あ
れ「

喧」昭和二十七年四月十五日②
〆
〆
1
〆
1
！
1
！
1
！
！
－
1
！
！
〆
1
1
1
1
ノ
〆
！
ノ
！
〆
〆
〆
！
！
！
！
〆
！
1
1
〆
1
1
！
ノ
！
！
！
！
！
！
！
1
！
！
！
！
！
ノ
ー
！
！
ノ
！
！
1
フ
！
！
－
！
－
1
！
1
！
1
！

作
付
を
加
滅
ざ
れ
る
べ
き
か
と

思
か
れ
ま
す
し
今
年
も
早
期
に

暑
害
を
受
け
る
心
配
の
あ
る
処

ば
早
生
種
で
比
較
的
早
魑
忙
強

い
之
さ
れ
て
い
る
品
種
（
北
陸

．
輔
輔
号
等
）
に
切
換
え
る
べ
き

で
あ
る
。
術
動
ガ
腕
穀
機
で
扱

い
た
種
籾
”
は
発
芽
率
が
著
し
く

低
下
す
る
か
ら
使
用
し
て
は
な

ら
な
い
。

　
二
、
種
籾
の
選
種
　
　
総
て

の
種
子
に
共
通
す
る
こ
と
で
す

が
晶
種
が
純
粋
で
良
く
充
実
し

た
種
子
程
発
芽
后
の
生
育
も
良

く
從
つ
て
増
牧
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
の
で
種
籾
の
場
合
も
篤

選
等
で
大
粒
の
も
の
を
選
別
す

る
ど
と
も
に
塩
水
選
に
よ
る
比

重
選
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す

塩
水
の
比
重
は
比
重
計
で
正
確

に
測
定
す
る
（
糎
の
無
芒
種
は

、
一
、
　
一
二
梗
の
有
芒
種
及
儒
種

の
揚
合
は
一
、
○
八
）
こ
と
が

大
切
で
す
が
若
し
比
重
計
の
な

い
揚
合
は
永
剛
斗
に
対
し
梗
の

無
芒
種
の
場
合
は
食
塩
一
貫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　生
　活
ビ，改

　霊，
タロ　・は，
ミ　ド

六台聖
ン
　所需
の

　か需
役

　ら饗
目

も
し
各
種
の
栄
養
素
を
完
全
に

　
ベ
ヂ
．
も
ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
す

れ
ば
機
械
の
油
が
切
れ
た
と
同

様
で
円
滑
に
活
動
す
る
事
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
ぜ
タ
ミ
ン
が
不
足
す
る
と
、
、

▼
肥
料
配
給
の
準
備
は
『

　
　
．
∵
出
來
て
居
り
ま
す

審
消
と
共
に
肥
料
は
直
乃
に
各

部
落
へ
、
届
け
る
べ
く
万
全
の
準

備
が
整
い
ま
し
た
。

各
家
庭
で
は
春
肥
の
大
部
分
は

昨
秋
の
中
に
手
当
済
で
す
し
今

ヰ
配
給
す
る
分
も
早
期
申
込
み

頂
い
た
爲
時
価
よ
り
比
較
し
て

も
格
安
に
配
給
出
來
る
と
思
い

ま
す
。
伺
肥
料
，
調
訂
を
再
検
討

し
て
不
足
沓
，
　
占
家
組
合
長
を

通
じ
至
急
鋤
　
　
輪
み
下
さ
い
。

イ
秋
落
田
　
　
無
化
加
里
を

　
　
　
、
　
　
　
』
ψ
よ
う

揚
合
は
八
」
Q
匁
位
を
入
れ
、

ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
卜
術
塩
水

選
を
終
つ
た
種
籾
は
清
水
で
洗

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・

　
三
，
種
籾
の
漕
審
　
　
去
年

は
本
村
で
も
各
地
K
稻
熱
病
が

発
生
レ
た
し
種
籾
の
表
面
に
は

『
い
も
ち
病
菌
』
以
外
に
苗
腐

敗
病
菌
、
馬
鹿
苗
病
（
お
と
こ

苗
）
菌
等
色
々
の
病
菌
が
附
着

も
て
い
ゐ
の
で
之
を
消
毒
し
な

い
と
苗
が
大
部
分
腐
つ
て
了
つ

た
り
、
、
（
お
と
こ
苗
）
が
沢
山

生
え
た
り
苗
稻
熱
病
に
罹
つ
た

り
し
ま
す
碑
村
の
農
協
噛
共
済

緯
合
で
は
之
が
潤
毒
用
の
薬
剤

を
こ
三
コ
ニ
年
無
償
で
配
布
七

部
落
共
同
で
や
つ
て
貰
う
よ
う

に
し
て
あ
り
ま
す
が
部
落
に
よ

つ
て
は
少
い
薬
剤
を
各
人
に
配

付
し
た
と
こ
ろ
も
あ
つ
て
中
に

は
浩
羅
母
を
や
ら
な
い
者
も
あ
り

ま
し
た
が
去
年
苗
い
も
ち
で
や

ら
れ
た
人
の
大
部
分
は
種
籾
清

毒
や
苗
代
漕
毒
を
や
ら
な
か
つ

た
た
め
発
生
し
た
の
が
多
い
よ

う
で
し
た
。
今
年
も
近
日
中
に

薬
剤
が
各
部
落
に
配
布
さ
荘
ま

す
か
む
咽
戸
略
余
さ
を
是
非
共

同
で
漕
毒
を
や
つ
て
下
さ
い
。

漕
毒
の
方
法
は
二
～
三
旨
若
し

一
く
茜
蓋
泉
浸
し
藻
籾

ア
ズ
●
キ
　
　
　
　
　
　
　
一
△
口
牛

C
を
と
る
に
は
U
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
本

”
○
○
匁
梗
の
有
芒
種
及
儒
種
の

㎝

A
発
育
が
と
ま
る
、
夜
盲
症
、
病

　
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
へ
る

飢
だ
る
く
て
た
ま
ち
な
い
、
や

　
た
ら
に
ね
む
い
、
，
脚
気
む
く

　
み
に
な
る
。
、

恥
発
育
が
止
ま
る
、
食
慾
が
な

　
く
な
る
口
角
炎
や
皮
膚
炎
を

　
起
す
。

C
皮
下
出
血
を
起
し
た
り
歯
で

　
き
か
ち
出
血
す
る
。

手
近
に
あ
る
野
茶
穀
類
か
ら
、

剛
日
必
要
量
の
ピ
タ
く
ン
類
を

　
　
　
　
　
　
　
　
と
る
。
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
‘

A
を
と
る
に
は
一
日
に

三
寸
人
参
な
ら

胡
瓜
（
大
）
な
ら

白
榮
（
大
）

玉
菓
外
葉
ウ
ス
緑

甘
藷
黄
色
な
ら

B
を
と
る
に
は
噸
日
に

七
分
つ
き
米
な
ら

ト
ヤ
ト
大

　
一
本

二
〇
本

　
｝
株

　
八
枚

唄
○
本

四三
コ合

を
ウ
ス
ブ
ル
ン
の
千
倍
液
に
一

〇
時
間
浸
漬
し
（
但
し
水
温
撒

氏
十
四
度
の
場
合
で
水
温
が
こ

れ
よ
り
岡
度
上
下
す
る
毎
に
｝

時
聞
増
減
す
ゑ
）
直
お
に
播
く

揚
合
は
生
乾
ぎ
の
も
の
を
播
い

て
も
良
い
し
苗
代
準
備
が
間
に

合
わ
ぬ
揚
合
は
水
浸
を
続
け
て

も
よ
い
が
芽
の
出
か
け
た
も
の

を
潤
毒
す
番
と
害
が
あ
る
か
ら

芽
切
る
前
に
輿
施
し
用
具
は
木

制
の
も
の
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ー
金
属
性
の
も
の
は

腐
蝕
す
る
i
　
　
』

　
四
、
芽
出
し
播
き
，
1
種
籾

は
播
い
た
ら
す
ぐ
芽
や
根
の
生
、

育
を
始
め
る
よ
シ
び
の
が
苗
代

初
期
の
色
々
な
障
碍
か
略
冤
が

れ
て
発
育
も
良
い
訳
だ
か
ら
保

温
折
衷
苗
代
に
限
ら
す
普
通
苗

代
の
揚
合
も
芽
出
し
く
五
鷹
内

外
）
を
レ
て
播
く
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
芽
出
し
の
方
法
は
色

々
あ
る
が
風
呂
湯
を
利
用
す
る

の
が
｝
番
簡
単
で
こ
の
揚
合
種

粗
を
入
耽
た
袋
が
湯
に
着
か
な

い
よ
う
工
夫
し
蓋
を
し
ズ
鳶
け

ば
発
根
も
促
す
こ
と
が
で
き
る

但
し
湯
の
温
度
は
四
二
度
内
外

（
人
聞
の
入
る
温
度
）
よ
ヶ
昇

ら
な
好
ま
シ
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

で
あ
り
叉
健
康
埆
進
の
近
道
で

す
体
の
つ
か
れ
る
春
山
に
向
い

一
暦
大
切
な
事
で
す
。

㊥
正
油
こ
ぞ
此
の
目
的
に
合
つ

た
正
油
で
価
格
も
大
変
安
い
の

で
評
判
な
の
で
す
。
．

◎
「
デ
ス
モ
ァ
」
と
は
今
度
発
明

さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
殺
鼠
剤
で

す
。
此
の
藥
の
威
力
と
人
畜
に

無
害
で
あ
る
と
い
う
事
は
隣
の

人
に
聞
い
て
頂
け
ば
解
ザ
ま
す

一
袋
の
藥
を
二
〇
倍
の
脚
に
混

ぜ
て
団
子
に
し
て
鼠
の
出
る
場

所
に
置
く
だ
け
で
鼠
は
好
ん
で

食
べ
ま
す
か
ら
団
子
が
無
く
な

つ
た
ら
又
新
し
く
補
充
し
て
行

く
其
の
中
に
家
中
の
鼠
鳳
全
滅

し
ま
す
大
体
十
日
以
内
と
言
わ

て
居
り
ま
す
。
　
一
袋
五
五
円

V
お
茶
は
剛
年
を
通
じ
て
毎
日

春
む
も
の
で
あ
り
又
人
が
來
た

時
は
必
す
出
す
必
需
品
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

だ
か
ら
余
り
粗
末
な
の
で
は
何

う
か
と
思
わ
れ
ま
す
し
か
し
毎

日
の
事
で
す
か
ら
高
い
茶
で
は

困
り
ま
す
。

　
五
由
苗
代
肥
料
と
鎚
地

笛
代
肥
料
は
人
間
に
例
を
と
れ

ば
丁
度
生
れ
て
か
ら
小
学
校
へ

上
る
迄
位
の
最
も
生
長
の
旺
ゐ

な
時
期
の
栄
養
に
相
当
す
る
の

で
各
要
繋
…
の
均
衡
を
欠
く
ど
健

全
な
生
育
が
幽
来
ず
病
害
虫
に

対
す
る
低
抗
力
も
低
く
な
り
ま

ず
。
．
施
用
の
割
合
は
前
号
で
述

べ
た
通
り
で
す
が
輔
般
駕
当
地

方
で
は
窒
素
偏
重
で
燐
酸
、
加

里
に
乏
し
く
極
端
の
揚
合
は
下

肥
咽
黙
張
り
の
も
の
や
石
友
窒

素
だ
け
の
も
の
炉
あ
り
危
瞼
千

万
で
あ
る
ぱ
か
ザ
で
な
く
こ
の

様
な
苗
で
は
決
「
し
て
増
牧
は
見

込
ま
れ
ま
せ
ん
。
，
特
に
永
年
同

一
の
苗
代
を
使
つ
て
い
る
揚
合

は
加
里
に
不
足
し
て
い
ま
す
か

ら
今
年
は
是
非
燐
酸
、
加
里
に

重
点
を
置
い
て
施
用
し
て
下
さ

い
。
樹
整
地
が
均
一
で
な
い
と

播
種
后
の
種
々
の
管
理
に
不
都

合
で
あ
ド
る
ば
か
り
で
な
一
く
。
苗
も

．
不
揃
い
に
な
り
ま
す
か
ら
苗
代

の
床
面
は
出
來
る
だ
け
水
李
に

し
で
ほ
し
い
。
其
他
芽
干
じ
、

蓼
水
溝
蜜
防
馨
蓼

の
管
理
に
細
心
の
注
意
を
梯
つ

て
良
苗
を
育
て
、
下
さ
い

〃
忘
れ
や
す
い
燐
酸
と
加
里
〃

窒
素
の
や
り
過
ぎ
失
敗
の
基
4
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4
ジ
ジ

胡
瓜
大

三
寸
人
参
，

ジ
ヤ
ガ
イ
モ

玉
茱
大
葉

大
根
中
位

モ
ヤ
シ

ネ
ギ

玉
葱

白
茱
大
葉

中

一一八一二：門・六〇
枚コ本皿寸枚コ本

A
と
C
を
と
る
に
は
一
日
に
ー

夏
菓
大
き
く
・

栗
南
瓜

ほ
う
れ
ん
草
．

ト
マ
ト
・
大

小
松
茶

　
　
咽
に
ぎ
り

　
　
　
　
一
片

軽
く
輔
に
ぎ
り

　
　
　
　
三
コ

　
　
　
　
　
か
る
く
一
に
ぎ
り

　
　
（
以
上
「
家
の
光
」
）
に
依
る

◎
代
々
ま
も
つ
て
ぎ
た

　
　
　
　
・
台
所
で
す

正
油
の
良
－
悪
を
周
番
よ
く
知

つ
て
い
る
の
は
家
庭
の
主
婦
な

の
で
す
。

良
い
正
油
を
上
手
に
使
い
ピ
タ

《
ン
O
配
合
を
適
切
に
し
て
食

蒋
を
振
わ
す
の
は
主
婦
の
義
務

春
山
で
喉
が
乾
て
帰
つ
た
時
の

M
ぷ
く
は
又
格
別
で
す

組
合
の
茶
は
産
地
か
ら
直
輸
入

の
爲
香
ゆ
よ
く
債
格
の
点
で
は

絶
対
安
い
の
で
喜
ぱ
れ
て
居
の

ま
す

　
　
　
　
葉
茶
百
匁
一
圃
五
円

　
　
　
　
粉
茶
〃
、
，
六
〇
円

　
ウ
ジ
の
発
生
予
防
法

私
の
家
で
は
夏
み
か
ん
、
み
・
か

ん
な
考
の
皮
を
捨
て
す
に
乾
燥

さ
せ
て
貯
え
て
お
き
ウ
ジ
の
発

生
す
る
季
節
に
な
つ
た
ら
便
所

の
汲
み
取
り
後
便
つ
ぽ
の
中
へ

皮
を
入
れ
て
置
き
ま
す
が
悪
臭

を
防
ざ
肥
効
も
よ
く
ウ
ジ
は
絶

対
に
わ
き
ま
せ
ん
。
お
た
め
し

下
さ
い
（
『
家
の
光
』
我
が
家
の

輿
験
よ
り
）

農
村
家
庭
雑
誌

　
　
『
家
の
光
』
に
つ
い
て

轍
，
家
の
光
」
は
二
十
七
年
の
長
い

歴
史
を
も
ち
農
村
文
化
向
上
と

農
業
協
同
組
合
の
発
達
を
目
的

と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
日
本

で
唯
剛
の
組
合
員
の
家
庭
雑
誌

で
す
。
未
購
読
の
方
は
早
速
組

合
へ
お
申
込
み
に
な
る
箏
を
お

奨
め
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
購
読
料
｝
．
ケ
月
六
五
円

順
▽
苗
代
の
準
備
へ

侃
温
折
衷
苗
代
用
の
温
床
紙
が

用
意
し
で
あ
り
ま
す
か
ら
輿
施

す
る
方
は
何
時
で
も
お
渡
し
出

来
ま
す
。
，
，
一
坪
分
、
二
〇
円

▼
加
里
を
使
つ
て
ま
す
健
苗
、

’
ノ
！
！
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◎
離
乳
后
の
仔
豚
育
成
に
つ
い
て

続
前
号
　
更
に
魚
粕
麩
等
の
良

質
の
物
を
数
種
類
混
じ
て
与
え

ね
ぱ
な
ら
な
い
始
め
十
日
間
位

は
注
意
し
て
潤
化
し
易
い
飼
料

を
与
え
る
事
で
煮
た
芋
類
を
砕

い
た
の
に
配
合
飼
料
を
混
ぜ
て

や
る
と
よ
い
下
痢
の
心
配
が
な

け
れ
ば
段
々
量
を
増
す
大
体
一

日
の
給
与
量
は
体
重
の
二
十
分

の
一
即
ち
四
貫
匁
の
仔
豚
で
あ

れ
ぱ
濃
厚
飼
料
で
二
百
匁
程
度

を
勿
論
夜
間
で
略
室
腹
を
惑
じ

て
餌
を
喰
べ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
六
時
間
置
位
に
｝
日
四
回
に

分
け
て
与
え
る
様
に
す
る
．

中
豚
六
七
貫
匁
位
の
も
の
か
ら

魚
粕
大
豆
粕
等
の
高
債
な
飼
料

を
減
ら
し
て
代
り
に
芋
類
糠
類

夢
増
し
て
飼
料
費
の
節
約
を
計

り
飼
料
の
給
与
量
は
乾
い
た
も

の
で
嫡
日
量
生
後
三
四
ヵ
月
は

体
重
の
二
十
分
の
一
、
五
六
ヵ
月

は
体
重
の
二
十
五
分
の
「
七
八

か
月
は
体
重
三
十
五
分
の
一
、
十

一
十
ニ
ヵ
月
は
四
十
分
の
］
を

与
え
る
9
調
理
法
は
練
餌
に
し

た
も
の
を
毎
食
五
分
間
位
で
喰

べ
寮
し
て
外
に
ほ
し
が
ら
な
い

檬
な
の
は
其
豚
の
適
量
と
み
て

よ
い
。
水
を
沢
山
加
え
て
そ
の

中
か
ら
餌
を
探
す
嫌
に
し
て
居

る
の
が
多
い
が
こ
れ
は
豚
の
胃

膓
丈
大
き
く
し
て
ひ
い
て
は
食

慾
を
減
退
し
充
分
喰
せ
込
む
事

は
出
来
な
い
で
よ
ぐ
な
い
水
は

元
か
ら
別
に
与
え
る
榛
に
す
る

塩
分
が
多
過
ぎ
る
と
色
々
の
悪

影
響
が
あ
る
一
貫
匁
大
き
く
す

る
の
に
乾
い
た
飼
料
で
四
貫
匁

あ
れ
ば
よ
い
の
に
塩
が
多
通
ぎ

る
と
六
七
貫
匁
も
必
要
に
な
る

が
経
済
ば
か
り
で
な
く
目
や
に

興
汁
を
出
し
病
豚
の
如
く
弱
々

し
鴎
や
つ
ど
生
き
て
い
る
様
な

格
好
に
な
る
を
れ
で
大
体
必
要

量
は
体
重
十
貫
匁
に
食
塩
一
、

二
匁
と
い
う
少
量
で
よ
い
。

次
に
四
月
八
日
迄
に
本
村
で
仔

豚
一
六
二
頭
生
産
さ
れ
て
い
る

今
後
伺
一
七
〇
頭
位
生
産
の
見

込
で
す
大
体
本
村
の
仔
豚
の
協

定
債
格
は
二
三
月
生
れ
が
一
．
一
貫

匁
基
準
三
千
円
目
方
百
匁
増
毎

に
二
百
円
増
四
月
以
後
に
生
れ

た
も
の
は
基
準
三
千
円
百
匁
増

毎
に
七
十
円
増
と
決
り
ま
し
た

村
外
の
価
格
は
少
し
安
“
様
な

様
子
で
あ
り
ま
す
。
以
上
ぱ
雑

豚
価
格
で
あ
り
ま
す
ゆ

一
一
ε
登
一
膏
葛
お
覧
h
三
言
追
ぎ
旨
嘗
ぎ
琶
三
覧
昆
曹
崔
鵠
冒
昼
冒
旨
一
言
昼
安
冒
B

　
挙
鶏
卵
出
荷
標
語
入
選
者
登
表

鶏
卵
出
荷
の
標
語
募
集
に
当
り
熱
誠
な
る
応
募
多
数
頂
き
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。
優
秀
な
作
品
が
沢
山
有
す
ま
し
た
の
で
轍

査
O
結
果
左
の
方
が
入
選
致
し
ま
し
た
の
で
お
知
せ
致
し
ま
す

　
一
等
　
新
鮮
な
卵
の
出
荷
ぱ
郷
土
の
ほ
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
■
蓬
　
李
　
若
井
鷹
之
亟

二
等

〃三
等

〃〃佳
作

〃〃！

ー
都
ま
で
卵
で
知
ら
せ
我
が
郷
土

　
｝
寸
待
て
汚
卵
は
無
い
か
傷
な
い
か
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
小
荒
戸
．
‘

今
日
も
叉
き
丸
い
な
卵
で
賜
る
い
、
出
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代

新
鮮
な
鶏
卵
出
荷
で
家
計
を
た
す
け

　
　
　
　
や
が
て
郷
土
の
名
産
に

何
時
も
き
れ
い
に
新
鮮
に
売
る
人

　
　
　
　
買
う
人
ほ
、
笑
む
卵
　
松
代

あ
な
た
も
私
も
』
諸
に
出
そ
う

売
り
良
い
質
よ
い
松
代
鶏
卵
　
　
松
代

商
品
だ
買
ふ
身
に
な
つ
て

　
　
　
　
　
　
き
れ
い
に
磨
け

富
沢
和
李

関
谷
邦
雄

小
屋
丸
柳
克
治

関
谷
　
輿

鈴
木
周
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
耶
小
堺
正
雄

一
に
新
鮮
二
に
美
麗
市
揚
に
君
臨
松
代
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
市
川
愚
案

．
．
、
）
卜
、
主
ま
せ
よ
鶏
卵
貯
金
　
　
　
　
海
老
婦
人
会

郵
便
貯
金
い
ろ
は
附
，
鴨

，
標
語
懸
賞
募
集

イ
応
．
募
規
定

　
1
郵
便
貯
金
の
奨
励
と
貯
蓄

　
　
思
想
の
普
及
を
内
一
容
と
し

　
　
た
も
の
で
あ
る
こ
と

　
2
標
語
の
上
部
に
い
ろ
は
別

　
　
の
噸
字
を
書
き
入
れ
○
で

　
　
囲
む
こ
と

、
い
つ
も
に
こ
く
立
積
貯
金

　
　
の
如
く
す
る
こ
と

　
3
を
、
ゑ
、
ゐ
、
ん
の
文
字

　
　
は
除
く

、
4
自
作
の
も
の
で
未
発
表
の

　
　
も
の
で
あ
る
こ
と
一

’
5
用
紙
は
官
製
は
が
き
と
し

　
　
唄
放
に
五
旬
以
内
乏
す
乃

　
　
（
一
人
何
枚
で
も
よ
い
）

・
応
募
資
格

　
長
野
、
新
潟
再
縣
の
居
佳
者

　
で
あ
る
こ
と

バ
賞

・
各
最
高
優
秀
作
（
い
ろ
は
別

ト
に
し
て
四
十
四
黙
）
に
は
賞

　
品
贈
呈

二
・
〆
切
四
月
三
十
日

亦
宛
先

　
長
野
局
区
内
長
野
市
粟
田

　
　
長
野
郵
政
局
貯
金
部
奨
励

　
　
課
粟
語
募
集
係

へ
入
選
発
表

ト
参
考

郵
便
貯
金
に
は
通
常
貯
金

積
立
貯
金
、
定
額
貯
金
が
あ

り
ま
す
e

”
我
家
の
設
計
”

　
建
築
基
準
法
と
は

建
築
物
の
敷
地
構
造
設
備
及
ぴ

用
塗
に
つ
い
て
最
優
の
基
準
を

定
め
て
国
民
の
生
命
健
康
及
ぴ

財
産
の
保
護
を
図
り
公
共
の
親

靴
を
増
進
す
る
た
め
に
定
め
ら

れ
た
の
で
建
築
幽
準
法
で
あ
り

’
＾
す
G

腎
較
や
官
庁
族
舘
等
は
特
殊
建

染
物
と
言
い
建
築
士
が
設
計
し

て
許
可
を
受
け
た
上
建
て
ξ
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

四
月
一
冊
よ
り
一
般
佳
家
で
は

轡
群
糠
矯
鉾
聾

士
よ
り
設
計
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
い
こ
と
に
■
な
い
ま
し
た

樹
今
迄
と
か
わ
り
は
な
い
が
建

染
士
必
要
な
渠
を
次
に
箇
條
書

き
，
に
書
い
て
見
ま
す
。

　
敷
地
は
安
全
衛
生
的
で
が
け

く
づ
れ
地
す
べ
り
の
お
そ
れ
あ

る
所
は
防
火
の
施
設
を
す
る
こ

箋
、
道
路
及
ぴ
周
囲
の
土
地
よ

り
高
く
排
水
描
來
る
こ
と

　
便
所
は
汲
取
口
の
高
さ
が
三

寸
以
上
で
井
戸
よ
り
十
六
尺
．
以

上
離
れ
て
い
る
こ
と
，
1

　
す
み
柱
は
通
柱
と
す
る
こ
と

　
居
室
は
最
低
地
坪
の
一
切
以
，

上
の
窓
を
つ
け
天
井
の
蔦
さ
は

七
尺
以
上
、
床
下
に
ね
・
飯
が

入
ら
す
室
気
の
通
う
様
に
す
る

こ
と
o

，
階
段
は
踏
板
七
寸
以
上
高
さ

七
寸
二
分
以
下
で
、
・
高
さ
十
六

尺
以
上
の
階
段
は
踊
揚
を
つ
け

る
こ
と

　
地
震
風
圧
に
対
し
て
筋
が
い

を
い
れ
る
；
と

　
煙
突
は
屋
根
よ
り
二
尺
か
ら

三
尺
の
高
さ
に
し
隣
家
の
屋
根

か
ら
も
二
尺
か
三
尺
の
高
さ
に

す
る
こ
と
。

　
三
階
以
上
の
建
物
は
木
造
だ

け
で
は
造
れ
な
い
こ
と
ゆ

’
二
三
八
桂
英
霊
祭
決
る

御
紋
章
入
土
盟
盃
賜
う

　
四
月
三
日
於
松
代
公
昆
舘
で

静
秋
會
総
会
を
村
長
さ
ん
の
御

臨
席
の
上
開
催
さ
れ
ま
し
た
が

ま
す
議
事
の
前
に
紳
肥
料
忙
代

え
て
御
下
賜
起
な
り
ま
し
た
。

御
紋
章
入
れ
土
器
盃
を
村
長
さ

ん
か
ら
十
名
の
遣
族
の
方
々
に

御
傳
達
さ
れ
ま
し
て
左
記
事
項

を
協
議
の
結
果
決
定
し
ま
、
た

静
秋
会
の
名
称
を
遣
族
会
ど
変

更
し
会
の
性
格
を
判
然
と
す
る

こ
と
、
同
会
に
決
算
残
金
一
四

二
六
円
を
引
継
ぎ
、
會
則
を
決

め
ま
し
て
昭
和
一
．
一
十
七
年
度
予

算
三
九
四
二
六
円
を
議
決
し
た

後
二
十
七
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
九
月
中
旬
頃
英
霊
祭
と

二
三
八
柱
合
祀
祭
を
会
費
五
十
購
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

円
を
徴
牧
し
て
行
な
う
こ
と
≧

辰
り
ま
し
難
、
合
祀
建
設
駕

六
万
余
円
を
要
し
ま
す
の
で
、
、

般
の
方
々
の
特
志
零
瞥
・
，
，

い
す
る
享
乏
な
り
ま
し
士

何
分
の
御
協
力
を
願
い
ま
す
　
・

伺
村
当
局
を
初
め
村
議
会
で
ム

逡
族
会
に
対
し
深
い
御
蟹
心
を
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

持
た
れ
陰
に
陽
に
御
授
助
下
蕊
、

れ
ま
し
て
会
員
，
同
は
感
銘
ふ

て
散
會
し
ま
し
た
。
・
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ヨ
　
　
　
　
　
　
リ

　
松
代
村
囑
託
員
〃
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

松
代
関
谷
彦
衛
　
小
荒
戸
笠
原
…

又
五
郎
　
太
耶
富
沢
五
作
萱

刈
関
谷
邦
一
　
田
沢
市
川
正
縫
｝

小
屋
丸
　
市
川
元
策
　
池
之
皿

市
川
軍
李
　
下
山
宮
沢
三
二
塵

灘
幾
欝
尻
羅

中
村
檜
藏
、
桐
山
小
山
徳
三
郎

〃
寺
崎
峰
吉
　
蓬
李
若
井
重
作

東
山
山
岸
広
初
・
海
老
石
沢
昌

美
　
犬
伏
松
山
増
次
　
孟
地
若

月
信
衣
，
片
桐
山
山
岸
武
保

滝
沢
佐
藤
次
郎
吉
　
中
子
齊
木

誠
｝
郎
　
苧
島
柳
藤
太
郎

荒
瀬
石
沢
亀
久
松
　
倉
下
小
山
～

改
皆
、


